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湧 心 館 高 等 学 校
同 窓 会 事 務 局
熊本市中央区出水 4丁目 1-2
電 話（096）372-5311
題  字　 三  嶋  勝  彦
http://www.yusinkan.com
同窓生数　　11,708 人

　 同窓会は本校生徒の 「湧心魂…愛・誇り・自立」 を応援します

江津・1979　勤労・責任・創造　校訓　自主・責任・創造　湧心館・2024

令和５年度（2023年度）同窓会予算書 令和４年度同窓会決算
１．一般会計
　　（収入の部） 単位：円
科　目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増　　減 備　　　　　考

会 費 1,150,000 0 1,145,000 △ 5,000  229名×5,000円
繰 越 金 2,452,978 0 2,452,978 0
雑 収 入 24 0 21 △ 3 預金利息

計 3,603,002 0 3,597,999 △ 5,003

　　（支出の部） 単位：円
科　目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備　　　　考

事 務 通 信 費 900,000 0 0 111,784 788,216 郵送料、ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 93,963 156,037 役員会活動費
学 校 行 事 費 200,000 0 0 118,500 81,500 卒業証書用ホルダー
会 報 費 300,000 0 0 42,062 257,938 新聞広告代
名 簿 管 理 費 250,000 0 0 0 250,000
給 与 150,000 0 0 44,348 105,652 事務補助職員手当
積 立 金 500,000 0 0 500,000 0 同窓会特別会計積立金へ充当

予 備 費 1,053,002 0 0 18,645 1,034,357 ドメイン名登録サービス契約更新料、同窓会用プリンター代
計 3,603,002 0 929,302 2,673,700

　　（残高の部） 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘　　　　要

3,597,999  929,302 2,668,697 残高は令和５年度へ繰り越し

２．特別会計 単位：円
収　　　　入 支　出 残　高

残高は令和５年度へ繰り越し前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合　　計

4,633,626 500,000 82 5,133,708 0 5,133,708 

３. 監査報告
関係諸帳簿及び書類を監査した結果、 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます。 
　　　　　令和５年５月28日

監査委員

監査委員
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同
窓
会
会
長
を
引
き
う
け
ま
し
て
、  

　
今
年
で
九
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
会
長　

古　

田　

利　

武

「
新
年
の
ご
挨
拶
並
び
に

　
　
本
校
の
教
育
に
つ
い
て
」

湧
心
館
高
等
学
校
長　

水　

野　

保　

彦

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
窓

会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
学
校
長

を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
同
窓
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
賜
わ
り
、
厚
く

御
礼
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
通
信
制
前
期
卒
業
生

含
め
ま
す
と
、
卒
業
生
が
一
万
名

を
超
え
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年

六
月
の
第
一
回
役
員
会
に
お
い

て
、
会
長
と
い
う
重
責
を
承
り
、

早
八
年
が
過
ぎ
九
年
目
迎
え
会
長

と
し
て
の
、
責
任
感
を
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
の
同
窓
会
行
事
の

件
で
、
少
し
お
話
し
ま
す
。

　

五
月
の
監
査
以
外
に
は
四
月
の

三
課
程
の
入
学
式
ま
で
に
は
、
祝

辞
を
「
文
書
に
よ
る
祝
詞
」
の
み

と
な
り
、
入
学
式
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
九
月

の
通
信
制
の
前
期
卒
業
式
と
十
月

の
後
期
入
学
式
に
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
も
緩
和
に
な
り
同
窓
会
役
員
の

出
席
は
通
常
通
り
出
席
出
来
ま
し

て
来
賓
挨
拶
も
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
の
同
窓
会
の
行
事

に
つ
い
て
四
月
の
三
課
程
の
入
学

式
も
通
常
通
り
開
催
さ
れ
て
役
員

の
出
席
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
五
月
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
六
月
の
第
一
回
同
窓

会
役
員
会
の
開
催
は
六
月
十
一

日
、
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
て
同

窓
会
役
員
九
名
の
方
々
と
学
校
か

ら
九
名
の
参
加
い
た
だ
き
総
会
が

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

令
和
五
年
度
前
期
通
信
制
の
卒

業
式
と
後
期
入
学
式
も
通
常
通
り

開
催
さ
れ
て
卒
業
生
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
年
一
回
生
徒
会
役
員

の
皆
様
と
交
流
会
を
企
画
し
た

り
、
一
年
生
の
就
職
希
望
者
を
対

象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
企
画

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
緩
和
に
よ
り
今
年
度
か
ら
復

活
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

江
津
高
校
、
湧
心
館
高
校
の
同

窓
会
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
古
田
会
長
様
を

中
心
に
各
行
事
へ
の
御
参
加
や
御

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
定
期
異
動
に
よ
り
、
令
和

５
年
４
月
１
日
に
湧
心
館
高
校
第

21
代
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

水
野
保
彦（
み
ず
の　

や
す
ひ
こ
）

と
申
し
ま
す
。
令
和
２
・
３
年
度

に
本
校
副
校
長
と
し
て
勤
務
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
節
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類
に

移
行
し
た
こ
と
で
、
学
校
に
お
い

て
も
様
々
な
行
事
が
こ
れ
ま
で
通

り
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
賑
や
か
さ
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
体
育
大
会
及
び

文
化
祭
（
湧
心
祭
）
も
観
客
の
制

限
を
か
け
ず
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
定
時
制
・

通
信
制
に
お
い
て
も
、
定
時
制
・

通
信
制
体
育
大
会
や
文
化
大
会
で

は
大
変
盛
り
上
が
り
、
生
徒
た
ち

の
活
躍
す
る
姿
を
た
く
さ
ん
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
本
校
の
テ
ー
マ
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
「
挑
戦
」
と
し

て
い
ま
す
。
教
師
は
「
教
師
自
身

が
挑
戦
す
る
、
生
徒
の
挑
戦
を
支

援
す
る
」
と
題
し
て
、
生
徒
た
ち

の
「
夢
」
の
実
現
が
叶
う
よ
う
に

心
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
み
、
生

徒
た
ち
は
「
大
い
に
学
び
、
大
い

に
鍛
え
る
こ
と
へ
の
挑
戦
」
と
題

し
て
、
授
業
や
部
活
動
な
ど
の
場

で
精
一
杯
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
確

か
な
成
長
を
手
に
入
れ
て
自
分
の

未
来
を
切
り
拓
く
な
ど
、
夢
を
叶

え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
生
徒
た
ち
に
は
「
凡
事
徹
底
」

で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
を
疎
か
に
せ

学
年
代
表
委
員
に
つ
い
て

　

昭
和
五
十
八
年
三
月
同
窓
会

発
足
以
来
令
和
五
年
三
月
に
は
、

四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
〇
二
一
年
で
は
役
員
改
正
の

年
で
し
た
の
で
、
新
役
員
皆
様
の

若
返
り
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と
定

着
化
を
は
か
り
、
同
窓
会
の
新
し

い
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
六
月
に
第
一
役
員
会

が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
七
月
に
総
会
及
び
役
員
改
正

の
書
面
議
決
に
よ
り
賛
成
過
半
数

ず
、
や
る
べ
き
こ
と
は
徹
底
し
て

取
り
組
む
よ
う
に
説
い
て
い
ま

す
。

　

学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
生
徒
を
中
心
に
教
師
と
保

護
者
を
は
じ
め
、
同
窓
会
の
皆
様

と
の
連
携
が
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓

会
の
皆
様
と
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
更

な
る
本
校
教
育
活
動
の
充
実
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同

窓
会
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
本
校

へ
の
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

を
得
ま
し
た
の
で
、
議
決
権
を
行

使
し
ま
し
て
、
新
役
員
の
若
返
り

を
図
り
ま
し
た
。
約
半
数
近
く
の

方
に
役
員
を
引
き
受
け
て
も
ら
え

ま
し
て
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
も
同
窓
会
活
動
は

例
年
同
様
、
四
月
の
三
課
程
の
入

学
式
か
ら
始
ま
り
、
三
月
の
三
課

程
の
卒
業
式
へ
の
出
席
等
、
計
画

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後

に
会
の
活
動
に
、
同
窓
会
会
員
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
力
を
拝
借
し
母
校

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
同
窓
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
し
ま

す
。

同窓会は本校生徒の
 「湧心魂…愛・誇り・自立」 を応援します

１. 一般会計
　　（収入の部） 単位：円
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　考

会 費 1,490,000 1,150,000 340,000
全日制  　60名×5,000円
定時制　  20名×5,000円
通信制   218名×5,000円

繰 越 金 2,668,697 2,452,978 215,719

雑 収 入 21 24 △ 3 預金利息等

計 4,158,718 3,603,002 555,716

　　（支出の部） 単位：円
科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　考

事務通信費 1,000,000 900,000 100,000 同窓会新聞郵送料、 封筒印刷代、 ホームページ年間管理料他

会 議 費 300,000 250,000 50,000 役員会活動費、 役員会議費

学校行事費 300,000 200,000 100,000 卒業証書用ホルダー

会 報 費 400,000 300,000 100,000 同窓会新聞印刷代、 新聞広告代

名簿管理費 300,000 250,000 50,000 同窓会新聞郵送用宛名シール代

給 与 150,000 150,000 0 事務補助職員手当

積 立 金 500,000 500,000 0 同窓会積立金

予 備 費 1,208,718 1,053,002 155,716

計 4,158,718 3,603,002 555,716

２．特別会計

　前年度からの繰越金　　5,133,708 円
　※50周年記念事業基金に向けて
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令
和
４

年
度
に
本

校
全
日
制

の
教
頭
か

ら
副
校
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
平
素
か
ら
格
別
の
御
高

配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
制
限
さ
れ

た
学
校
の
教
育
活
動
も
徐
々
に
再

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多

様
性
へ
の
対
応
を
始
め
と
し
た
令

和
の
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
環
境
変

化
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
を
再
構

築
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
、
生
徒
、
保
護
者
と
共
に

湧
心
館
高
校
の
半
世
紀
の
歴
史
を

刻
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

通
信
制

課
程
で
は

４
月
16
日

（
日
）
に

前
期
入
学

式
が
挙
行

さ
れ
ま
し

た
。
新
入

生
代
表
の

廣
前
さ
ん

は
、
通
信

制
で
学
び

な
が
ら
、

将
来
の
た

め
に
料
理

を
学
ぶ
こ

と
や
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
出
会
い

な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。
と
抱
負
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。
134
名
の
新
入
生
お

よ
び
転
編
入
生
100
名
と
と
も
に
令

和
５
年
度
の
通
信
制
の
学
校
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
（
日
）
に

行
わ
れ
た
熊
本
県
定
時

制
・
通
信
制
総
合
体
育

大
会
で
は
、
各
会
場
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
通
信
制
は
、

陸
上
競
技
（
走
り
幅
跳

び
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
、卓
球
女
子
個
人
、

女
子
団
体
で
優
勝
す
る
な
ど
大
健

闘
し
ま
し
た
。
８
月
に
行
わ
れ
た

全
国
大
会
で
は
陸
上
競
技
男
子
走

り
幅
跳
び
に
出
場
し
た
積
さ
ん
が

優
勝
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
女

子
団
体
３
位
、
男
子
個
人
ベ
ス
ト

８
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

７
月
２
日
（
日
）
の
校
内
生
活

体
験
発
表
会
で
は
、
６
名
の
生
徒

が
学
校
生
活
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
、
自
分
の

体
験
や
思
い

を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し

た
。
ど
の
発

表
も
聞
き

応
え
が
あ
る

発
表
ば
か
り

で
、
聞
い
て

い
る
生
徒
も

　
本
年
度
、

定
時
制
課

程
は
32
名

の
新
入
生

を
迎
え
、

生
徒
数
95

名
（
男
子

54
名
、
女
子
41
名
）
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
12
月
現
在
で
は
91
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

定
時
制
の
基
本
方
針
と
し
て
、

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
・
地
域

が
『
湧
心
館
に
来
て
良
か
っ
た 
湧

心
館
に
や
っ
て
良
か
っ
た 

湧
心
館

に
勤
め
て
良
か
っ
た 

湧
心
館
が
こ

こ
に
あ
っ
て
良
か
っ
た
』
と
思
え

る
学
校
に
し
た
い
。
～
「
認
め
、

褒
め
、
励
ま
し
、
伸
ば
す
」
教
育

の
実
現
を
目
指
し
て
～ 

を
掲
げ
、

校
訓
「
自
主
」「
責
任
」「
創
造
」

に
則
っ
た
教
育
実
践
を
行
い
な
が

ら
定
時
制
課
程
の
特
徴
を
生
か
し

た
多
様
な
学
び
の
中
で
、
全
教
職

員
一
体
と
な
っ
て
、
生
徒
の
能
力

を
伸
ば
し
、
生
徒
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
探
究
を
深
め
る
未
来
の
創

り
手
と
し
て
必
要
な「
生
き
る
力
」

の
育
成
と
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
、
卓
球
部
、
太
鼓
部
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ハ
ー
ト
部

を
は
じ
め
、
７
つ
の
体

育
系
部
活
動
、
５
つ
の

文
化
系
部
活
動
、
４
つ

の
同
好
会
が
あ
り
、
特

別
活
動
の
時
間
や
放
課

後
等
に
、
元
気
い
っ
ぱ

い
楽
し
く
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
８
月
に
開
催

さ
れ
た
全
国
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
体
育
大

会
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
と
卓
球
部
が
県
代
表
と
し
て

出
場
し
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
団

体
で
は
、
全
国
３
位
に
な
る
活
躍

を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

太
鼓
部
は
年
間
を

通
じ
て
放
課
後
に

練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
成
果
発
表

の
場
と
し
て
、
熊

本
県
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
文
化

大
会
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
祭
り
等

で
演
じ
る
な
ど
地

元
出
水
地
区
を
中

心
に
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
14
日
の
校
内
生
活
体
験
発

表
大
会
で
は
、
学
校
生
活
や
友
人

関
係
、
職
場
で
学
ん
だ
こ
と
、
将

来
へ
の
決
意
な
ど
自
分
の
言
葉
で

表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
振
り
返
り
や

体
験
、
学
校
で
の
悩
み
や
苦
労
を

明
日
へ
の
希
望
に
繋
げ
な
が
ら
語

る
姿
に
、
も
の
す
ご
く
感
動
し
ま

し
た
。

　

10
月
６
日
の
芸
術
鑑
賞
会
で
は
、

東
京
芸
術
座
「
未
来
」
を
熊
工
定

時
と
一
緒
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ

　

本
年
度

全
日
制
で

は
４
月
10

日
（
月
）

に
150
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
入
学
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
（
金
）
に
「
第
51
回

熊
本
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校

全
日
制
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
卓
球
部
、
剣

道
部
、
陸
上
部
が
出
場
し
、
各
競

技
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
第
35
回
熊
本
県

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
が
熊
本

県
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
、
本
校
の

演
劇
部
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
参

加
し
ま
し
た
。
ど
の
部
も
３
年
生

を
中
心
に
部
員
・
チ
ー
ム
が
一
つ

に
な
り
、
目
標
に
向
け
て
力
を
合

わ
せ
練
習
で
頑
張
っ
て
き
た
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
経
験
と
思
い

出
が
生
徒
の
財
産
と
な

り
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
（
土
）
に

「
第
105
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
熊
本
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
本

校
野
球
部
は
湧
心
館
高

校
・
松
橋
高
校
・
八
代
農
業
高
校

の
３
校
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
試

合
に
臨
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

八
代
高
校
に
敗
退
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
な
い
部
員
で
毎
日
の

練
習
に
励
み
、
汗
を
流
し
懸
命
に

白
球
を
追
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　

９
月
22
日（
金
）
体
育
大
会
が
、

 

「
翔
べ
・
青
春
！
」・ 

サ
ブ
テ
ー

マ
「
～
互
い
に
励

ま
し
勝
利
を
つ
か

め
～
」
の
テ
ー
マ

で
半
日
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

当
日

は
、
少
し
涼
げ
な

天
候
に
も
恵
ま

れ
、
各
団
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
一
致
団
結
し
て
練

習
に
励
ん
で
行
き
ま
し
た
。
何
よ

り
も
、
よ
か
っ
た
の
は
、
競
技
に

⑵

全 日 制 近 況

教頭　垂水　彰則

定 時 制 近 況

教頭　松中　正剛

通 信 制 近 況

教頭　井上　敏弥

　

令
和
６
年
度
行
事
予
定

お
　
願
　
い

お
知
ら
せ

※
同
窓
生
の
皆
様
へ

副
校
長　

平
野
　
寿
樹

あ
っ
て
は
、
誰
一
人
と
し
て
手
を

抜
く
こ
と
な
く
、
一
所
懸
命
に
競

技
に
打
ち
込
ん
で
い
た
こ
と
。
ま

た
、
応
援
に
あ
っ
て
も
、
各
団
が

一
つ
に
な
っ
て
、
大
き
な
声
で
励

ま
し
、
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い

た
こ
と
、
そ
の
声
援
に
、
ず
い
ぶ

ん
励
ま
さ
れ
た
人
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。　

　

10
月
６
日

（
金
）
東
京

芸
術
座
に
よ

る
舞
台
『
未

来
』
が
本
校

に
て
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の『
未
来
』

は
、
社
会
問

題
の
一
つ
で
あ
る
『
い
じ
め
』
に

つ
い
て
、
加
害
者
、
被
害
者
、
傍

観
者
の
３
つ
の
視
点
で
描
か
れ
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
考
え
、
感
じ
る
こ
と
が
出

来
る
よ
い
機
会
に
な
り
、
ま
た
、

生
の
舞
台
を
見
る
こ
と
が
少
な
い

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
プ
ロ
の
演

技
に
触
れ
た
こ
と
は
大
変
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
（
金
）「
第
32
回
湧

心
祭
」
が
、「
青
春Festival

」

～
自
分
ら
し
く
楽
し
も
う
～
の

テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
太
鼓
部
」

の
迫
力
あ
る
、「
舞
勇
伝
」
の
力

強
い
バ
チ
さ
ば
き
が
体
育
館
中
に

響
き
渡
り
、「
勇
気
と
希
望
」
が

湧
い
て
く
る
よ
う
な
、
感
動
的

な
場
面
か
ら

ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
部

で
は
、「
音

楽
選
択
・
合

唱
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

部
」
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
熱
唱
と
手

話
（
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
）、「
保
健
委

員
会
」
の
目
の
健
康
の
心
が
け
、

「
図
書
委
員
会
」
の
紙
芝
居
、「
総

探
：
外
国
語
事
情
」
で
は
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の

紹
介
、「
生
徒
会
」
の
校
則
に
つ

い
て
考
え
る
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

の
「
未
来
」
は
、
い
じ
め
を
テ
ー

マ
に
し
た
演
劇
で
「
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
苦
し
ん
で
い
る
中
高
生
が

い
た
な
ら
、
そ
の
背
中
を
抱
き
寄

せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
思
い
が

こ
も
っ
た
演
劇
で
し
た
。
湧
定
の

み
ん
な
も
熊
工
の
み
ん
な
も
い
じ

め
を
許
さ
な
い
強
い
何
か
を
感
じ

取
っ
て
く
れ
た
様
で
し
た
。

　

12
月
８
日
の
第
16
回
湧
定
祭

は
、「
解
放
」

の
テ
ー
マ
の
も

と
開
催
さ
れ
、

４
年
ぶ
り
の
一

般
公
開
と
な

り
、
大
変
盛
り

上
が
っ
た
湧
定

祭
と
な
り
ま
し

た
。恒
例
の「
湧

定
の
う
た
」
に

は
、
生
徒
・
保

護
者
の
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
、
読
む
人
に
感
動
を

与
え
、
ホ
ッ
と
心
温
ま
る
作
品
ば

か
り
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
・

展
示
・
バ
ザ
ー
な
ど
も
個
性
溢
れ

る
文
化
の
香
り
高
い
も
の
で
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
堂
々
と
し
た

表
現
力
、
展
示
で
は
人
に
誇
れ
る

自
分
や
活
動
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
バ
ザ
ー
で
は
仲
間
と
と
も

に
一
所
懸
命
に
調
理
す
る
生
徒
た

ち
の
姿
と
、
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
美
味
し
く
食
べ
る
家
族
や
生
徒

た
ち
の
姿
が
と
て
も
眩
し
く
、
そ

の
光
景
を
み
て
い
る
だ
け
で
、
と

て
も
癒
や
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
定
時
制
高

校
は
、
勤
労

青
年
等
に
高

等
学
校
教
育

の
機
会
を
提

供
す
る
も
の

と
し
て
制
度

化
さ
れ
、
高

等
学
校
の
普

及
と
教
育
の

機
会
均
等
化

の
役
割
を
果

た
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
そ
の
役
割
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
高

等
学
校
教
育
で
の
学
び
直
し
の
機

会
提
供
や
困
難
を
抱
え
る
生
徒
の

自
立
支
援
等
の
面
で
の
役
割
も
増

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
変
化
の
中

で
本
校
も
多
様
な
個
性
・
価
値
観

を
認
め
合
い
、
郷
土
の
誇
り
を

持
ち
、
徳
・
体
・
知
の
調
和
が
と

れ
、
勤
労
観
・
就
業
観
を
備
え
た

地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
湧
定
の
伝
統
と
誇
り
を
守
り
な

が
ら
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
い
て

い
け
る
強
く
て
逞
し
い
心
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、

日
々
の
学
校
生
活
を
大
切
に
し
な

が
ら
生
徒
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
湧
心
館
高
校
定
時
制

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

真
剣
な
表
情
で
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
職
員
及
び
生
徒
代
表
の
審
査

の
結
果
、
４
年
生
の
金
谷
さ
ん
の

「
私
が
見
つ
け
た
新
し
い
夢
」
の

発
表
が
学
校
代
表
に
選
出
さ
れ
県

大
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
17
日
（
日
）
に
前
期
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

代
表
の
森
さ
ん
か
ら
、
本
校
通
信

制
で
の
体
験
を
も
と
に
し
た
将
来

の
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
11

名
の
卒
業
生
は
、
晴
れ
や
か
な
顔

で
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
（
日
）
の
後
期
入
学

式
で
は
、
６
名
が
入
学
し
、
76
名

の
後
期
転
編
生
と
と
も
に
新
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
生

代
表
の
中
㟢
さ
ん
は
、
本
校
通
信

制
で
ど
の
よ
う
な
高
校
生
活
を
送

り
た
い
か
し
っ
か
り
と
し
た
決
意

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
（
木
）
に
７
年
ぶ
り

に
研
修
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

31
名
の
希
望
し
た
生
徒
が
参
加

し
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
県
庁
に
あ

る
熊
本
県

防
災
セ
ン

タ
ー
と
熊

本
地
震
震

災
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
Ｋ

Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

で
防
災
に

つ
い
て
学

び
、
阿
蘇

フ
ァ
ー
ム

ラ
ン
ド
で

体
を
動
か

し
た
り
、
仲
間
と
食
事
や
買
い
物

を
し
た
り
有
意
義
な
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

通
信
制
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
レ
ポ
ー
ト
添
削

を
充
実
さ
せ
、「
わ
か
る
喜
び
」
や

 

「
学
ぶ
意
欲
」
を
引
き
出
し
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
」
の
指
定
校
と
し
て
同
窓

会
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
新
た
な
学
び
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
全
日
制
）

４
月
８
日
（
月
）
入
学
式

９
月
27
日
（
金
）
体
育
大
会

11
月
15
日
（
金
）
湧
心
祭

３
月
１
日
（
土
）
卒
業
式

（
定
時
制
）

４
月
９
日
（
火
）
入
学
式

６
月
９
日
（
日
）
県
定
通
体
育
大
会

10
月
13
日
（
日
）
県
定
通
文
化
大
会

12
月
13
日
（
金
）
湧
定
祭

３
月
８
日
（
土
）
卒
業
式

（
通
信
制
）

４
月
14
日
（
日
）
入
学
式

９
月
15
日
（
日
）
前
期
卒
業
式

10
月
１
日
（
火
）
後
期
入
業
式

10
月
13
日
（
日
）
県
定
通
文
化
大
会

10
月
27
日
（
日
）
文
化
発
表
会

３
月
９
日
（
日
）
後
期
卒
業
式

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
同

窓
会
活
動
に
ご
協
力
を
頂
き
大
変

あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

 

　

会
員
の
身
の
上
に
、
変
更
（
住

所
や
氏
名
等
）
が
、
発
生
し
た
場

合
に
は
速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電 

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

編
　
集
　
後
　
記

　

会
員
の
皆
様
に「
江
極
だ
よ
り
」

第
三
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

◦�

令
和
六
年
度
は「
江
極
だ
よ
り
」 

は
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
湧
心

館
高
校
「
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
閲
覧
し
て
下
さ
い
。

 　
「
部
活
動
・
有
志
」
で
は
、 

歌

や
演
奏
、
色
と
り
ど
り
の
楽
し
い

音
色
が
響
き
渡
り
、「
ダ
ン
ス
」
に

お
い
て
も
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
踊

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。「
生
徒
会
企
画
」
で
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ク
イ
ズ

等
が
行
わ
れ
、「
湧
心
祭
」
を
大

切
に
思
い
、
何
と
し
て
も
成
功
さ

せ
な
け
れ
ば
、
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
披
露
し
た
い
と
の
思
い
が
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
発

表
・
展
示
・
販
売
等
も
、
一
所
懸

命
に
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
が
伺
え
、
ま
さ
に
「
芸
術
や

文
化
の
香
り
」
が
感
じ
ら
れ
る
素

晴
ら
し
い
文
化
祭
「
湧
心
祭
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

 

「
熊
本
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｋ
Ｓ
Ｈ
）・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
」
等
を
通
し

て
、
卒
業
生
や
地
域
の
皆
様
方
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

心
温
か
な
御
支
援
・
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。


